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は じ め に

DKB(3',4'-Dideoxykanamycin B)は 緑膿菌 をは じ

め,そ の他 のグラム陰性菌,グ ラム陽性 菌に も有効な新

抗生物 質で1)2),明治製菓株式会社 か ら試用薬 の提供を う

けた機会 に小児科領域 の使 用法3)を 検 討 した の で報告

す る。

対 象

13才5ヵ 月か ら生後1年7ヵ 月 まで の6例,お よび生

後3日 か ら4ヵ 月までの新生児乳児群の8例,お よび例

外 として24才 女性 を含み,小 児 の性別 は男児8例,女 児

6例 であ る。疾患は尿路感染症7例(う ち基礎疾患 にSLE

があ るもの1例,高 度の水 腎症を分併す るもの2例,神

経性尿失禁を伴 う慢性型1例 で単純 な尿 路 感 染 症 は3

例),気 道感染症4例,敗 血症1例,敗 血症 を強 く疑わ れた

もの2例 で,成 人例は外傷部の感染で ある。病原菌 とし

ては緑膿菌5例,緑 膿菌が主病原 ではないが何 らかの病

原的役割を演 じていた と思われ るもの3例,大 腸菌3例,

腸球菌1,黄 色ブ菌4,ク レブ シエラ4,エ ンテロ バ ク

ター1で,マ イ コプラズマに よる と思われ るもの(PAP

例)1で あつた。菌株計 が症 例数 を こえ るのは重複感染

例が あるた めである(Table1)。

使 用 法

1バ イアル50mg力 価 のDKBを 注射用 生理食 塩水

1～2mlで 溶解 し,筋 肉内注射 としたが,例 外は外傷性感

染巣に直接散布 した。 注射 に よる使用量 は1.0mg/kg/

日な い し2.3mg/kg/日 とし,1日1回 または朝夕2回 に

分け て用 いた。使用期間 は最短3日 か ら最長24日 間で

ある。DKB使 用には単独 で用 い他抗生 物質 の併用 例は

ない。幼 児年長 児には当該疾患 治療 開始に本 剤を用 い,

新生 児,乳 児群 で は 他剤(主 にCET,CER,ABPC,

KM)の 臨床効果が明 らかでな く,検 出 された菌 か らみ

て重篤 な経過が予想 され る例 に使用 した(Table2)。

治 療 効 果

上 に示 した使用 法に よつて臨床所見 ・検査所見 で完治

した もの7例,臨 床的に改善されたが検査所見では何 ら

かの異 常所見 がわずかではあつて も改善されずに残つた

もの4例,無 効2例,死 亡1例 であつた(Table3)。

単純 尿路感染症 には極 めて有 効であ り,腰 髄髄膜瘤 の

術後神経性膀胱麻 痺で尿失禁があ り慢性 の細菌感染症 が

他剤で なか なか根治で きなかつた例に1日1回 の注射 を

続け完治 し得た。 新生児期の敗 血症を疑われた例,気 道

感染症に も臨床 的に有効であつた。外傷性感染巣 の治療

には,マ ーキュ#チ ンク,リ バ ノール,ハ イア ミンに よ

る洗浄 などのほか抗生物質軟膏の塗布が行なわれて いた

が,湿 潤 した膿苔 に被われ治療傾 向な く,DKBを1回

散布 しただけで翌 日には乾 燥治療 に向つた。無効例 の1

は両側高度 の水腎症 を伴 つた尿 路感染症で,緑 膿菌 とク

レブ シエラが検 出されDKBに は きわめて感受性が あ り

なが ら無効で 外科 的処置を 要 した。 無効例 の2はPAP

の症例で2mg/kg,7日 間DKBを 使用 したが,胸 部 レ

線像,血 沈 には変化 がみ られず,エ リス ロマ イシ ンの投

与に変更 して治癒 した。 死亡 例はDKBに 感受性 のあ る

緑膿菌 に よる敗血症 であつたが,基 礎疾患に大血管転位,

心室 中隔欠損 の重症先 天性心臓 病があ り,他 剤無効 のた

めDKBに 変 更 して3日 目に心不全 のため死亡 した。以

上 のよ うに無効 例は本 来抗生物質療法だけでは治療が期

待で きない問題 を生体に有 していた例を含 んで いる。

細 菌 学 的 検 討

細菌 の分離 同定は九大病院中央検査部で行 なわれ,一

部 の菌株 についてはMIC測 定 を歯学部 小池聖淳教授 に

よつ てなされた。 臨床 的にはGM,KMの デ ィスクに よ

る感受性 を参考 に使用選択 した 。

緑膿菌,大 腸菌,黄 色ブ菌感染症に有効であ り,ク レ

ブ シェ ラに対 しては効果 が不定であつた。 ク レブ シエ ラ

につ いては膀部化膿 巣か ら検 出された例でDKB1.3mg/

kg1日2回 分注 した ものでは消失 し,1.1mg/kgで は

8日 間使用 してもMIC3.1の 菌が便 中か らは消失 しな

かつた。 また緑膿菌 については起炎菌 と して治療対象 と

なつた ものではないがDKB2mg/kg使 用例で咽頭か ら

消失 しなかつた。

副 作 用

尿,末 梢血,肝 機能,腎 機能の面か ら,と くに尿蛋 白,

沈渣,BUN,LDH,GOT,GPT,Alkaline phosphatase

を指標 としてDKB使 用前後の状態を監視 し,幼 若児 で

は発達 の変化 も あわせ て 現在 も なお予後を 観察 中で あ

る。
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重篤な副作用を認めた ものはない。検査所見に おいて

何 らかの異 常を認めた ものは4例 あつた。1例 は12才

女児でSLEに 合併 した尿路感染症 においてDKB 2mg/

kg/日13日 間使用 した後 にGOT,GPTに ご く軽度 の上

昇が認め られた。水 腎症を伴 う尿路感染症の生後2ヵ 月

の女児では2mg/kg/日8日 間 使 用 してLDH,GOTの

上昇を認め,1.1mg/kg/日8日 間使用の生後4週 の男児

では尿中に顯 粒円柱 の出現 を認めた。 クレブ シエ ラに よ

る敗血症を 疑われた 生後2週 の女 児では2.0mg/kg/日

10日 間使用 しBUNの 上昇を認めた。 このよ うな部分的

異常を認めた症例 も総合的には共通の異常 と しては把握

で きず,他 の異常所見,例 えば尿顆 粒 円柱 の出現 に対 し

て尿蛋 白,BUNの 上昇 を,ま たBUNが 上昇 した例 で

尿所見 の異常 を併発 してい るものはなかつた。少数 の新

生児例ではあるが全て3ヵ 月後におい て発育 ・発達 ・腎 ・

肝機 能障 害を認 めていない。

注射局所には発赤 ・硬結な どの他覚的所見は認めず,

年長児において と くに痛みを 強 く訴 える こともなかつ

た。

総 括 と 考 案

15名 の主に 小児を対象にDKBを 使用 してDKBは

小児の緑膿菌 感染症に有効 である ことを認めた。病 型 と

しては単純 な尿路感染症 に最 も効果 が高 く,敗 血 症に も

効果 が期待 できる。気道感染症 に も効果 は認 め られ るが

単純 な尿路感染症 に比較す る と作用 はや や不充 分であ る

印象を うける。PAPに は無効 であつた 。 皮膚表 面の外

傷性感染病巣へ の1回 散布 に よる劇 的な使用 効果か ら,

本 剤は充分な濃 度では殺菌 効果 を示す ことが判 る。

使用量 は病 巣の性質に よつて一概に決定で きないが小

児である ことを 考慮 して ごく少量 か ら使用 してい る。

1.5～2.0mg/kg/日 の使用量で効果は 期待 で きる。 合併

症のない尿路 感染症 では1日1回1.5mg/kgの 使用で

効果を認める。深在 性感染病 巣気道感染 に この量で充分

であ るかは問題 であ り,ま た どの程度増量 しうるかは副

作用 との関係で小児 の場合未解決 であ る。

使用期間は注射 の場 合最短4日 か ら13日 間で有効 で

再発 もみ られ ていない。2週 間以上使 用 しなければ なら

ないのは特殊な例か,ま た はその使 用量 では無効 と考 え

て もよい よ うであ る。

注射量は1回0.5ml以 内で 目的を達す るこ とは小児

に とつて好都合で,痛 み,局 所 反応の点で もと くに問題

はない。

副作用 につ いて発達 の過程 にあ る小児には最 も慎重で

なければ な らないが 臨床的に 認め られ る ものは なかつ

た。 しか し個 々の症例 で 害あ るいは肝障害 と断定 で

きるものはなかつたが,部 分 的検 査所見の異常を呈 した

例につい ては今後充分監視 して使わ れ る必 要があ り,と

くに使用量が増す症例 につ いての検 討がな されなければ

な らない。

小児科領域で重症感染症 には,生 体の免疫異常,未 熟

児新生児期 のものが あ り,こ れ らは しば しば重複感染や

緑膿菌感染を伴つて いる。 これ まで この よ うな感染症 に

対す る抗生物質は きわめ て限 られ ていた。そ の意味で本

剤 の発見は大 き導期待が寄せ られ,小 児の使用に適す る

と考 え られ る。

文 献

1) UMEZAWA, H., UMEZAWA, S., TSUCHIYA, T. 
& OKAZAKI, Y.: 3' 4'-Dideoxykanamycin B 
active against kanamycin-resistant E. coli and 
Ps. aeruginosa. J. Antibiotics 24: 485, 1971 

2) MITSUHASHI, S., IYOBE, S., TANAKA, S., 
INAFUKU, Z. & KOBAYASHI, F.: Lability of 
resistance to aminoglycoside antibiotics in 
Pseudomonas aeruginosa. Chemotherapy 20 
695-698, 1972

3) 中 沢 進,佐 藤 肇,渡 辺 修,定 岡 啓三,藤 井 尚 道,

安 部 政 弘,梅 村 甲 子 郎:3',4'-Dideoxykanamycin

Bの 吸 収,排 泄,分 布 お よび 代謝,第4報,小 児 科

領 域 にお け る薬 動力 学 的 検 討 。Jap. J. Antibiotics

26:454～458,1973



864 CHEMOTHERAPY JULY 1974

CLINICAL EVALUATION OF DKB ON INFECTIOUS 

DISEASES OF CHILDREN 

TADASU NUNOUE, YOSHITO HIRANO and TOKURO NAGAYAMA 
Department of Pediatrics, Faculty of Medicine, Kyushu University 

(Chairman: Prof. TOKURO NAGAYAMA) 
TOSHIHIKO MIYAHARA 

Iizuka Hospital 

The DKB was used for the treatment of children with the bacterial infections or a probable myco-
plasma infection. The 14 cases include the 3 cases of simple urinary tract infection, the 14 cases include 
the 3 cases of simple urinary tract infection, the 4 cases of the complicated urinary tract infection, the 
3 of sepsis or suspected sepsis, the 3 of the respiratory tract infection and a case of primary atypical 
pneumonia. 

The DKB was given intramusculary once or twice divided a day, at the dosage for 1.0mg/kg/day 
and 2.3 mg/kg/day, which seemed to be effective for the non-complicated infection. The Pseudomonas 
infection was as well treated with DKB as the E. coli and the staphylococcal infection, but PAP was 
not. 

No abnormal response was recognized locally. The elevation of serum transaminase value and BUN 
after the use was detected in two cases and one respectively, and the appearance of the granular casts 
in the urine was found during the administration in a case. No other abnormal findings were revealed
on the urinalysis and the kidney and liver function test. Those abnormal findings in the laboratory 
data should be confirmed to be or not really the side-effect of DKB furthermore.


